
事例１３ 様々な側面から考える場面を設定し、課題解決に向けて主体的に学びを深める

事例 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・日常生活に結びつけて考えを深める場面 

・生徒同士で考えを共有し、学びを深める場面 

 

１ 題材名 「安全・安心で快適な住まい」         内容Ｂ ⑹ア(ｱ)(ｲ)イ 第２学年 
 

２ 題材について 

⑴  生徒について 省略 

⑵  題材について 

本題材は、「Ｂ衣食住の生活」の⑹「住居の機能と安全な住まい方」のア(ｱ)(ｲ)及びイに

関する題材である。ここでは、課題をもって、健康・快適・安全で豊かな住生活に向けて考

え、工夫する活動を通して、家族の生活と住空間との関わり、住居の基本的な機能、家族の

安全を考えた住空間の整え方に関する知識及び技能を身に付け、これからの生活を展望し

て、住生活の課題を解決する力を養い、住生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を育

成することをねらいとしている。住生活においては、少子高齢化の進展や近年多発している

自然災害、コロナ禍以降の生活様式の変化など、課題が多種多様化している。そのため、題

材設定に当たっては、家庭内の事故を防ぎ、自然災害に備えるための住空間の整え方を考え

工夫する学習内容を重点的に扱う。「安全・安心で快適な住まい」について様々な側面から

考えさせることで、生徒自身が、住生活の中から問題を見いだし、課題をもって住居の機能

や安全な空間の整え方を考えながら、生活を工夫し創造し、実践しようとする態度を育成す

ることができると考える。 

 

⑶  指導について 

 指導に当たっては、小学校家庭科で学習した「Ｂ衣食住の生活」⑹「快適な住まい方」に

関する基礎的・基本的な知識及び技能を基盤として、家族が「安全・安心で快適な住まい」

にするための住空間の整え方を多面的、総合的に学習できるように配慮する。題材の導入に

当たり、「安全・安心で快適な住まい」にするために、住空間をどのように整えるとよいか

問いかけることで、生徒自身の生活の中から問題を見いだし、自ら課題をもって、学習活動

に取り組めるようにする。住まいは、厳しい自然環境から身を守る機能的な役割と、安心・

安全で心身の安らぎを得られる心理的な役割があるということを踏まえ、心も体も「安全・

安心で快適な住まい」について考え、問題を見出し、課題を設定する。課題の解決に向けた

学習活動では、家族、気候風土、健康、幼児、高齢者、地域などの様々な側面から題材を通

して考えさせ、学びを深める。その際、「Ａ家族・家庭生活」の⑴「自分の成長と家族・家

庭生活」で学習した家族・家庭の基本的な機能や⑵「幼児の生活と家族」、⑶「家族・家庭

ＩＣＴ活用の利点 

① ＩＣＴ端末を用いて、実体験や実物の動画を視聴することで、生徒一人一人に応じた閲覧が

できると共に、具体に迫った主体的な学びが実現できる。 

② ＩＣＴ端末の共同編集機能を活用した意見の共有により、協働的な学びが深められる。 

〇学年   第２学年 

〇主な内容 内容「Ｂ 衣食住の生活」⑹住居の機能と安全な住まい方 ア(ｱ)(ｲ)イ 

〇事例のポイント 

① 「安全・安心で快適な住まい」について様々な側面から考え、学びを深めることができる。 

② 模擬家族を用いて、家族の生活と住空間の関わりについて、共通の話題をもって考える

とで、課題を解決する力を育成する。 



や地域との関わり」と関連させて指導する。 

ＩＣＴ端末を活用し、身近な人の話を聞く活動、実体験に近い動画の視聴など学習活動を

工夫することで、問題をより身近で自分事としてとらえさせる。題材の後半の、住まいの整

え方についての学習では、学習した内容を自分の実際の生活で生かす活動を意図的に設定し、

主体的な学びの充実を図る。また、協働的な学びの場面では、模擬家族を用いて話し合い活

動をおこなう。共通の話題が生まれ、生徒にとって必要感のある話し合い活動を設定するこ

とで、主体的に課題を解決する力を育成する。住生活の学習については、生徒の住まいに係

るプライバシーには十分配慮して指導に当たる。 

 

３ 題材の目標 

⑴ 家族の生活と住空間との関わり、住居の基本的な機能、家庭内の事故の防ぎ方など家族の安 

全を考えた住空間の整え方について理解する。               〈知識及び技能〉 

⑵ 家族の安全を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身

に付ける。                              〈思考力、判断力、表現力等〉 

⑶ 家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、住居の機能と安全な住まい方に

ついて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、

創造し、実践しようとする。                     〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・家族の生活と住空間との関わ

りが分かり、住居の基本的な

機能について理解している。 

・家庭内の事故の防ぎ方など家

族の安全を考えた住空間の

整え方について理解してい

る。 

 

家族の安全を考えた住空間の

整え方について問題を見いだ

して課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、

考察したことを論理的に表現

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

家族や地域の人々と協働し、

よりよい生活の実現に向け

て、住居の機能と安全な住ま

い方について、課題の解決に

主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、生活

を工夫し創造し、実践しよう

としている。 

 

５ 題材の指導と評価の計画（８時間扱い） 

〔１〕住まいの役割                              １時間 

〔２〕生活に必要な住空間                       本時１/１ １時間  

〔３〕自然とともにある住まい                         １時間 

〔４〕安全な住まい                              ３時間 

〔５〕災害への備え                              １時間 

〔６〕安全・安心な住まいの空間の整え方                    １時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 P125 指導計画作成の 

留意事項(8) 



小
題
材 

時 

間 
〇ねらい ・学習活動 

   評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

住
ま
い
の
役
割 

１ 〇家族の安全を考えた住空間

の整え方について問題を見

いだし、課題を設定するこ

とができる。 

・自分や家族にとっての住ま

いはどのようなものか振り

返り、住まいの役割を考え

る。 

・「安全・安心で快適な住ま

い」について課題を設定す

る。 

 

 

 

①家族の安全を考

えた住空間の整

え方について問

題を見いだして

課題を設定して

いる。 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①住居の機能と安

全な住まい方に

ついて、課題の解

決に主体的に取

り組もうとして

いる。 

・行動観察 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生
活
に
必
要
な
住
空
間 

２ 

本

時 

〇家族の生活と住空間との関

わりが分かり、住居の基本

的な機能について理解する

ことができる。 

・家族の生活と住空間につい

て考える。 

・鳥瞰図を使って、模擬家族

の生活と住空間について考

えたことを、グループで共

有し、話し合う。 

・住空間の果たす役割につい

て考える。 

①家族の生活と住空

間の関わりが分か

り、住居の基本的な

機能について理解

している。 

・ワークシート 

 

 

自
然
と
と
も
に
あ
る
住
ま
い 

３ ・和式と洋式の住まい方の違

いを知る。 

・気候風土や地域の特性が住

居や住まい方にどのように

反映しているか考える。 

・日本各地の伝統な住まいの

様々な知恵を調べる。 

・日本の住まいや住まい方の

特徴を知る。 

安
全
な
住
ま
い 

４

・

５

・

６ 

〇家庭内の事故の防ぎ方など

家族の安全を考えた住空間

の整え方について理解する

とともに、家族の安全を考

えた住空間の整え方につい

て考え、工夫することがで

きる。 

・室内環境の調節の方法を知

る。 

・幼児や高齢者と一緒に住む

人のインタビュー動画を視

聴する。 

・幼児や高齢者の疑似体験を

通して、家庭内事故の種類

とその原因を知り、家族の

年齢構成に合わせた安全対

策を考え、グループで共有

する。 

②家庭内の事故の防

ぎ方など家族の安

全を考えた住空間

の整え方について

理解している。 

・ワークシート 

・ペーパーテスト 

①家族の安全を考

えた住空間の整

え方について考

え、工夫してい

る。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント①② 

事例のポイント① 

事例のポイント① 

編 P125 指導計画作成の 

留意事項⑵ 

ＩＣＴ活用の利点① 

ＩＣＴ活用の利点② 

ＩＣＴ活用の利点① 



災
害
へ
の
備
え 

７ ・近年の自然災害や被害につ

いて知る。 

・災害動画を視聴し、住まい

の安全対策について考え

る。 

・自分の住んでいる地区の防

災情報を調べ、地域の防災

対策や、自分の家庭での備

えを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③家族の安全を考

えた住空間の整

え方について、実

践を評価したり、

改善したりして

いる。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

④家族の安全を考

えた住空間の整

え方についての

課題解決に向け

た一連の活動に

ついて、考察した

ことを論理的に

表現している。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②住居の機能と安

全な住まい方に

ついて、課題の解

決に向けた一連

の活動を振り返

って改善しよう

としている。 

・振り返りシート 

 

 

③よりよい生活の

実現に向けて、住

居の機能と安全

な住まい方につ

いて工夫し創造

し、実践しようと

している。 

・振り返りシート 

 

安
全
・
安
心
な
住
ま
い
の
空
間
の
整
え
方 

８ 〇家族の安全を考えた住空間

の整え方について、実践を

評価したり、改善したりす

ることができる。 

・鳥瞰図を使って、模擬家族

が安全に安心して生活でき

る住空間の工夫について考

える。グループで共有し、

話し合ったことを発表す

る。 

 
 

 

６ 本時の学習指導（本時２／８時） 

⑴ 目標 家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居の基本的な機能について理解すること

ができる。                          〈知識及び技能〉 

⑵ 展開 

時 

間 
学習活動 

指導上の留意点（・）評価規準（◇） 

【評価の観点】（評価方法） 手立て（→） 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

１ 前時の学習を

振り返り、本時の 

学習課題を把握

する。 

 

 

 

 

 

２ 家族の生活と

住空間について

考える。 

 

・前時で設定した、住生活の学習における課題を確認する。 

・小学校で学習した、雨や風、暑さ・寒さなどの過酷な自然から人々を守る生

活の器としての働きについて確認する。 

・自分の生活行為と住空間について整理をし、住居について関心を持たせる。 

 

 

 

・生徒のプライバシーには十分配慮する。 

 

 

 

・家庭によって住まいの空間は様々であることから、本時は、模擬家族を用いて

考えることを伝える。 

学習課題 住居は家族にとって、どのような場所か考えよう。 

事例のポイント① 

事例のポイント① 

事例のポイント② 

事例のポイント② 

寝る、勉強する→自分の部屋   お風呂に入る→浴室 

スマホを見る→自分の部屋 リビング 

 

 

洗面所→顔を洗う 

 

 

 

ＩＣＴ活用の利点① 

ＩＣＴ活用の利点② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで話

し合い、重視した

ことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

４ 住居の役割（機

能）について理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 住居の基本的

な機能について

まとめる。 

 

６ 本時の学習を

振り返る。 

・鳥瞰図を見て、模擬家族の住空間の使い方を考える。 

・○○家が引っ越しをすることになり、だれがどの部屋を使うのか考える家族会

議を想定して考えさせる。（個人） 

・ＩＣＴ端末で配布したワークシートを使って考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ端末で配布したグループごとのワークシートに、誰がどの部屋を使うの

か、重視したことについて、各自の考えを書いた付箋を会議記録スペースに貼

り、グループで考えさせる。（グループ活動） 

・ＩＣＴ端末を使い、各グループの作成したワークシートをクラス全体で共有し、

発表する。（全体活動）  

・グループやクラスの意見を共有する中で、家族の願いや思いを尊重し、空間の

使い方を工夫することが大切で、家族がどのような生活を重視するかによって

住まいの空間の使い方が異なることに気づかせる。 

 

・住空間には何が求められるか、住空間ごとにワークシートに整理させる。 

・住空間は、家族にとってどのような場所か考えさせる。その際、住空間は家族

にとってどのような役割を果たしているかを考えさせることで、住居の基本的

な機能について理解させる。 

 

・家族の生活において住空間は様々な役割を果たしており、住居は家族の安定し

た居場所である。 

 

 

本時の課題について再確認し学習を振り返る。 

◇家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居の基本的な機能について理解
している。【知識・技能】（ワークシート） 

おおむね 

満足できる 

状況（Ｂ） 

・住居は、家族が安心して健康に生活するための場所であるこ

とが、具体的な生活行為や住空間を挙げて説明している。  

→住空間での生活行為を具体的に挙げ、住空間が家族の生活

を支えていることに気づかせながら、住居の役割を考えさ

せる。 

   

 

 

 

 

【模擬家族】（６人家族） 

父…「リモートワークをしているので集中できる書斎が欲しいなぁ。」 

母…「家族団らんの時間を大事にしたいわ。」 

弟（小学生）…「中学生になったら自分の勉強部屋が欲しい。」 

祖父…「山登り道具をキレイにしまえる空間が欲しいなぁ。」 

祖母…「最近、転んで足を骨折してしまったの。家族のみんなに迷惑

かけたくないけど、家族みんなの時間は欲しいわ。 

A さん（中学生２年生女子） 

ＩＣＴ活用の利点② 



７ 学習評価の具体例 

≪ワークシート≫ 

（第２／８時（本時）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈評価例１〉【知識・技能①】 

（家族の生活と住空間との関わり
が分かり、住居の基本的な機能に
ついて理解している。） 

※「「概ね満足できる」状況（B）と
判断した生徒の具体的な例 

 

家族が生活する住まいには、どのよ

うな役割を果たす空間が必要ですか 

家族が一緒に支え合って楽しく生活で

きる空間や、家族が元気に過ごせるよ

う、食事を作ったり、食べたりする空間、

お風呂やトイレなど、気持ちよく過ごすた

めの空間が必要だと思う。 

 

住空間が、家族が安心して生活する
ために大切な居場所であることが、
具体的な役割を挙げて説明ができ
ており、住居の基本的な機能につい
て理解している。 
そのため、「概ね満足できる」状況
（B）と判断した。 
 

〈評価例２〉【知識・技能①】 

（家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居の基本的な機能について理解している。） 
※「十分満足できる」状況（A）と判断した生徒の具体的な例 
 

家族が生活する住まいには、どのような役割を果たす空間が必要ですか 

家族が支え合って楽しく生活できる空間や、家族が元気に過ごせるように食事ができ、食事の準備をする空間、

お風呂やトイレなど、清潔に過ごせるような空間と、一人一人のプライバシーが守られていて、ゆっくりと休養した

り、寝たりすることができる個人の空間が必要だと思う。 

 

住空間が、家族が安心して生活するために大切な居場所であることが、共同生活の空間、個人生活
の空間の両面から、具体的な役割を挙げて説明ができており、住居の基本的な機能について理解
している。 
そのため、「十分満足できる」状況（A）と判断した。 
 



８ 指導の実際 

事例のポイント①（第２～７／８時） 

「安全・安心で快適な住まい」について様々な側面から考え、学びを深めることができる。 

≪振り返りシート≫ 

 

事例のポイント②（第２・８／８時） 

模擬家族を用いて、家族の生活と住空間の関わりについて、共通の話題をもって考えることで、

必要感のある共有活動が生まれ、主体的に課題を解決する力を育成することができる。 

 

ＩＣＴ活用の利点①（第３・５・７／８時） 

ＩＣＴ端末を用いて、実体験や実物の動画を視聴することで、生徒一人一人に応じた閲覧が 

できると共に、具体に迫った主体的な学びが実現できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３時 NHK for School「沖縄の家の工夫」の動画を視聴し、気候風土

や地域の特性が住居や住まい方にどのように反映させているの

か考える。 

５時 幼児や高齢者と一緒に住む人のインタビュー動画を視聴し、家

族の安全を考えた住空間の整え方について考える。 

７時 東京消防庁防災教育 VR「 B-VR（ビーバー）」を視聴し、住ま

いの安全対策について考える。 

・ＩＣＴ端末を通して、実体験や実物の動画を視聴することで、住

生活の実体験に迫って理解をすることができる。 

・個人視聴により、生徒の閲覧操作が可能になり、速さや、大きさ

など、生徒一人一人に応じて視聴できるとともに、心的配慮が必

要な映像についても、生徒は自分のペースで視聴回数や速度調整

をしたり、視聴を回避したりすることが可能になる。 

・個別視聴と教師が解説をしながら一斉に伝える全体視聴のどちら

かを、目的に応じて用いることができる。 

「安全・安心で快適な住まい」につ

いて、様々な側面から考える学習

を重ねることで、題材の最初に設

定した課題を解決する学びを深め

ることができる。 

 

「安全・安心で快適な住まい」 

・家族の生活から 

・日本の気候風土から 

・健康を保つ視点から 

・幼児や高齢者から 

・幼児、高齢者体験から 

・自然災害対策から 

 

・地域の取組から 

 

家族 

気候風土 

健康 
幼児・高齢者

高 

幼児・高齢者

高 

体験 

地域 



ＩＣＴ活用の利点②（第２・８時） 

ＩＣＴ端末の共同編集機能を活用した意見の共有により、協働的な学びが深められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 和室 洋室Ａ 洋室Ｂ 洋室Ｃ ＬＤＫ 

使う人      

会議録  

 

 

考えよう！ 家族の生活と住空間 

○○さん家が引っ越しをすることになり、だれがどの部屋を使うのか家族会議をしました。 

家族の生活や、家族の住生活への思いや願いを尊重して、部屋の使い方を考えてみましょう。 

【モデル家族】（６人家族） 

父・・・・・・「リモートワークをしているので集中で

きる書斎が欲しい」 

母・・・・・・「家族団らんの時間を大事にしたいわ。」 

弟（小学校生）「中学生になったら自分の勉強部屋が欲

しい。」 

祖父・・・・・「山登り道具をキレイにしまえる空間が

欲しいなぁ。」 

祖母・・・・・「最近、転んで足を骨折してしまったの。

家族のみんなに迷惑かけたくないけ

ど、家族みんなの時間は欲しいわ。 

A さん（中学生２年生女子） 

４LDK の鳥瞰図 

Ａ 

 

・共同編集機能を活用して、個人で考えたこ
とをグループ内で共有すると、互いの意見
を可視化しながら、考えることできる。こ
のことにより、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実を図ることができる。 

・他のグループの考えを IＣＴ端末上で見る
ことができ、自分の考えの再構築に繋げら
れる。 

・ＩＣＴ端末に、題材を通して考えたことが
蓄積される。過去の記録を見返して、自分
の成長を振り返ることができる。 

Aは受験があるので、狭くて

も、勉強に集中できるリビン

グから遠い部屋のほうがい

い 

祖母はトイレに近い

部屋にした 
父の書斎は、子

供部屋より遠い

方がいい 

祖父母は LDK

に近い方がいい 

弟は、父と母の部屋と一

緒がいい 

母のいる部屋は洗濯物

を干せるベランダがあ

る方がいい 

 
Ａ 

祖母 
祖母 

 
母  

母 

 弟 
 弟 

 祖父  父 

 
Ａ 

 祖父 

 父 

 弟は、まだ父母と同じ

部屋だが、父の書斎

を中学生になったら

使えるようにする 

 祖父は道具が多いから、たく

さん収納できる部屋がいい 

 祖父母は１階の

方がいい 母は、キッチンに

近い部屋のほう

がいい 

 和室 洋室Ａ 洋室Ｂ 洋室Ｃ ＬＤＫ 

使う人      

理 由 父母は 1階のトイレに近い部屋にした 

弟は、まだ父母と同じ部屋だが、父の書斎を中学生になったら使え

るようにする 

 

弟 

母 祖父 

祖母 

父 Ａ 父 母 

 祖父 

祖母 

 弟 

Ａ 

祖父母は、別途の

方が生活しやすい

ので、洋室にした。 

父 


